別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名:広域防災センター維持管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　知事直轄　危機管理部門　危機管理課　危機管理担当　電話番号：058-272-1111（内2415）
E-mail：c11117@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：4,328千円（前年度予算額：4,352千円）
	事業内容


	１　事業の内容


 防災意識の向上を目的とした学習拠点である、県広域防災センターの施設を維持管理する費用
	２　所要経費


　（１）燃料費　240千円

・重油代（冷暖房稼働用）
  （２）高熱水費　1,100千円

・電気料金

　（３）役務費　10千円　

・浄化槽法定検査

　（４）修繕料　178千円
　　　・フォークリフト保守点検・修繕料
　（５）委託料　2,800千円　
      ・地震体験装置保守点検委託料

      ・庁舎清掃業務　　　　　　　　
　　　・自家用電気工作物保安管理業務

　　　・警備保障業務

・高架水槽等清掃業務
・浄化槽保守点検業務

　　　・浄化槽汚泥引き抜き業務

　　　・消防用設備保守点検業務

　　　・冷暖房機械保守点検業務

　　　・地下タンク清掃業務
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

・自助意識を普及させる
	２　これまでの取組状況


・昭和57年度  防災知識の学習、防災等意識の向上を図るための施設として設置
 ・平成 8年度   備蓄倉庫を消防学校敷地内に建設
 ・平成11年度  VR大地震体験シミュレーション装置を防災交流センターに設置
・平成16年度  地震体験装置更新、VR大地震体験シミュレーション装置を広域防災セ

ンターに移設
 ・平成19年度  リニューアルオープン
・平成20年度  開館日を週３日（火・金・日）に変更
・平成21年度 「簡易版木造倒壊ぶるる」購入、県地形ジオラマの補修
 ・平成22年度  開館日を毎週火～金曜・毎月第３日曜に変更
                屋上防水工事、受変電設備工事を施工
	３　これまでの取組に対する評価


　平成２１年度の来館者は４，６７０人であった。２２年度９月末時点では２，１５８人（前年同期比８４人増）であり、多くの県民に自分の身は自分で守る「自助」の重要性の啓発及び自然災害への防災意識の向上に貢献している。
　今後も引き続き、防災啓発キャンペーン「自助実践２００万人運動」を展開する中核拠点施設として、より一層多くの県民に防災学習体験を通じて、防災意識の向上を目指す必要がある。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	4,352
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,352

	要求額
	4,328
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,328

	1月15日時点査定額
	4,328
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,328
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